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３ 難民を知るワークショップ  

5 個別質疑応答 

4  振り返り 

 

 

文部科学省・地（知）の拠点整備事業 

東北学院大学地域共生推進機構主催、認定 NPO法人 IVY共催 

平成３０年度 

難民を知るワークショップ 
-ロヒンギャ難民編- 

地域共生推進機構多文化共生・国際交流部門においては、本学学生および地域住民の、難民

問題に対する関心と認識の喚起あるいは深化を目的として、認定NPO法人 IVY と共催で、「難民を

知るワークショップ -ロヒンギャ難民編-」の開催を企画いたしました。是非ご参加ください。 

 

2018 年12 月15 日（土） 

東北学院大学土樋キャンパス 

8 号館第 3 会議室 
会場 

時間 午後１時～午後３時 入場無料 

認定 NPO法人 IVY とは？ 

東北６県を管轄する NGO相談員として、皆様からの国際協力に関する相談、講演対応、ワークショップ等を行っています。

また、カンボジアの農業支援、イラクにおけるシリア難民・国内避難民支援、バングラデシュにおけるロヒンギャ難民支援、国際理

解教育、在住外国人支援など、多岐にわたって活動を展開しています。 

本ワークショップは、外務省 NGO相談員出張サービスを活用して行います。 

お問い合わせ・参加お申込み 

東北学院大学地域共生推進機構（学長室地域共生推進課） 

〒980-8511 宮城県仙台市青葉区土樋一丁目 3-1 

TEL. 022-264-6562 FAX. 022-264-6522 E-mail. kikou@staff.tohoku-gakuin.ac.jp 

難民を知るワークショップ内容 

70 万人を超えるイスラム系少数民族であるロヒンギャの

人々が、ミャンマーから隣国バングラデシュに逃れてから 1年が

経過しました。今や世界最大規模となっている難民キャンプに

おいて、何が必要とされているのかを考えます。 

ロヒンギャ難民に対して 

支援事業を行っている 

IVY が作成したオリジナル 

ワークショップです。  
 

(バングラデシュに逃れて生活する 

ロヒンギャ難民→) 


